
№２３６ ２０２６年３月一人は万人のために万人は一人のために医療生協の組織現勢（２０２６年１月末日現在）
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今
、
全
国
の
医
療
機
関

の
経
営
が
困
難
に
陥
っ
て

い
ま
す
。
日
本
病
院
会
の

調
査
で
は
、
「
病
院
の
約

７
割
が
赤
字
と
い
う
状
況

に
あ
り
、
令
和
６
年
か
ら

過
去
最
大
の
規
模
で
医
療

機
関
の
倒
産
、
廃
業
が
進

む
な
ど
深
刻
な
事
態
が
起

き
て
い
ま
す
。
医
療
機
関

で
は
、
主
な
収
入
源
で
あ

る
診
療
報
酬
の
改
定
が
２

年
に
１
度
で
あ
り
、
こ
の

間
、
続
い
て
い
る
物
価
の

高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
等

に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
を

強
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
加
え
て
、
医
療
従
事
者

の
人
員
不
足
、
建
物
の
老

朽
化
へ
の
対
応
な
ど
も
経

営
へ
の
負
荷
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
医
薬
品
購

入
や
費
用
に
か
か
る
消
費

税
は
医
療
機
関
が
負
担
す

る
「
損
税
」
と
な
り
、
ど

こ
に
も
転
嫁
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
医

療
機
関
の
経
営
が
さ
ら
に

悪
化
し
、
地
域
住
民
の
命

と
健
康
を
守
る
こ
と
が
困

難
に
な
る
と
思
わ
れ
、
こ

の
危
機
を
回
避
す
る
た
め

に
医
療
機
関
の
維
持
存
続

の
た
め
の
支
援
が
必
要
で

す
。私
た
ち
は
国
に
対
し
、

次
の
項
目
に
つ
い
て
実
施

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
て

い
ま
す
。

《
地
域
住
民
の
医
療
を
受

け
る
権
利
を
保
障
す
る
た

め
に

医
療
機
関
が
物
価

高
騰
、
働
く
職
員
の
処
遇

の
改
善
に
適
切
に
対
応

し
、
事
業
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
、
診
療
報
酬
の
引

き
上
げ
改
定
や
国
に
よ
る

緊
急
的
な
財
政
支
援
を
行

う
こ
と
》

民
医
連
や
医
療
生
協
、

ま
た
病
院
団
体
が
切
実
に

訴
え
る
中
で
、
昨
年
度
末

に
政
府
は
補
正
予
算
で
臨

時
の
対
応
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
１
回
の
み
で
概
ね

２
ヶ
月
分
の
赤
字
の
補
填

と
い
う
レ
ベ
ル
で
す
。
ま

た
、
今
年
の
診
療
報
酬
改

定
で
は
、
３
・
０９
％
の
引

き
上
げ
が
提
示
さ
れ
、
３

％
台
の
引
き
上
げ
は
３０
年

ぶ
り
の
引
き
上
げ
で
す

（
診
療
報
酬
＋
２
・
２
％

薬
価
▲
０
・
８
％
）が
、
現

在
、病
院
の
７
割
が
赤
字
、

診
療
所
の
４
割
が
赤
字
と

い
う
深
刻
な
中
、
医
療
界

は
１０
％
の
引
き
上
げ
を
求

め
て
お
り
、
大
き
く
か
け

離
れ
て
い
ま
す
。

〜
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
と
は
、

医
師
の
処
方
箋
が
必
要
な

薬
の
な
か
で
、
薬
局
や
ド

ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
で
買
え
る

市
販
薬
（
風
邪
薬
・
貼
り

薬
・
胃
薬
・
便
秘
薬
・
塗

り
薬
な
ど
）
と
全
く
同
じ

成
分
を
持
つ
薬
の
こ
と
〜

自
民
党
、
公
明
党
、
日

本
維
新
の
会
３
党
合
意
の

医
療
費
４
兆
円
削
減
や
、

自
民
党
と
日
本
維
新
の
会

の
連
立
政
権
合
意
に
基
づ

き
、
強
引
な
医
療
費
抑
制

政
策
推
進
の
も
と
、
負
担

増
を
前
提
と
し
た
薬
剤
の

保
険
給
付
見
直
し
が
す
す

ん
で
い
ま
す
。
医
療
費
削

減
を
目
的
と
し
た
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
の
自
己
負
担
拡
大

は
、患
者
の
受
療
権
、健
康

権
の
侵
害
に
つ
な
が
り
、

受
診
控
え
、
受
診
遅
れ
を

招
き
い
の
ち
に
か
か
わ
る

大
き
な
問
題
で
す
。
２
０

２
５
年
１２
月
１９
日
の
自
民

党
と
日
本
維
新
の
会
の
政

調
会
長
間
の
合
意
で
、
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用

除
外
は
見
送
ら
れ
た
が
、

別
途
、
保
険
外
負
担
（
特

別
の
料
金
）
を
求
め
る
新

た
な
仕
組
み
を
創
設
す
る

と
し
ま
し
た
。
将
来
的
に

は
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
対

応
す
る
症
状
の
適
応
が
あ

る
処
方
箋
医
薬
品
以
外
の

医
療
用
医
薬
品
の
相
当
部

分
に
ま
で
対
象
範
囲
を
拡

大
す
る
こ
と
を
目
指
」
す

と
明
記
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
自
己
負
担
の
特
別

の
料
金
の
枠
組
み
を
一
度

設
定
す
れ
ば
、
対
象
医
薬

品
を
拡
大
し
、
さ
ら
な
る

医
療
費
削
減
を
す
す
め
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
大

臣
折
衝
の
合
意
で
は
、「
特

別
の
料
金
の
対
象
と
な
る

薬
剤
費
の
割
合
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
」
と
さ
れ
、
将
来
的
な

対
象
医
薬
品
の
拡
大
と
負

担
割
合
の
引
き
上
げ
は
お

り
込
み
済
み
で
す
。
医
療

費
削
減
の
た
め
に
国
民
に

大
き
な
自
己
負
担
を
課

し
、
自
己
責
任
で
リ
ス
ク

に
備
え
る
こ
と
を
強
要
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
国
民
皆
保
険
制

度
を
維
持
し
、
す
べ
て
の

国
民
の
受
療
権
、
健
康
権

を
守
る
に
資
す
る
医
療
保

険
制
度
、
薬
剤
の
保
険
給

付
は
基
本
で
す
。
（
厚
労

省
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
関
連
資
料
）

強
い
反
対
の
も
と
継
続

協
議
と
な
っ
て
い
た
高
額

療
養
費
の
改
悪
が
、
２
０

２
５
年
１２
月
２４
日
の
厚
労

・
財
務
大
臣
折
衝
で
、
高

額
療
養
費
制
度
の
見
直
し

案
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

高
額
療
養
費
制
度
は
、
全

世
代
が
が
ん
な
ど
重
篤
な

疾
患
や
長
期
療
養
が
必
要

な
疾
患
に
か
か
っ
て
も
、

安
心
し
て
必
要
な
医
療
を

受
け
療
養
が
続
け
ら
れ
る

た
め
の
命
綱
で
あ
り
、
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
す
。

昨
年
初
め
に
高
額
療
養
費

制
度
の
上
限
額
引
き
上
げ

が
提
案
さ
れ
、
継
続
審
議

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
は
月
額
７
％
〜
３８
％

も
の
引
き
上
げ
と
い
う
内

容
で
再
度
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
と
り
わ
け
７０
歳
以
上

の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、

外
来
特
例
の
対
象
年
齢
引

き
上
げ
も
含
め
て
重
い
負

担
増
が
狙
わ
れ
て
い
ま

す
。
負
担
上
限
額
引
き
上

げ
や
外
来
特
例
の
対
象
年

齢
引
き
上
げ
な
ど
に
よ
っ

て
、
患
者
が
治
療
を
断
念

す
る
事
態
が
お
き
な
い
よ

う
、
高
額
療
養
費
の
負
担

上
限
額
引
き
上
げ
、
及
び

外
来
特
例
の
見
直
し
の
白

紙
撤
回
が
必
要
で
す
。
医

療
費
の
自
己
負
担
の
あ
り

方
に
つ
い
て
抜
本
的
に
見

直
し
、
現
役
世
代
も
高
齢

者
世
代
も
、
す
べ
て
の
世

代
が
病
気
に
な
っ
た
ら
お

金
の
心
配
な
く
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

な
高
額
療
養
費
制
度
へ
の

転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２
月
８
日
投

票
の
総
選
挙
で

自
民
党
が
３
分

の
２
超
の
議
席

を
獲
得
し
た
。

勢
い
づ
い
た
高

市
首
相
は
「
積
極
財
政
と

安
保
戦
略
見
直
し
」
を
中

心
に
「
国
論
を
二
分
す
る

よ
う
な
政
策
」
を
実
施
す

る
と
言
う
。
①
大
軍
拡
・

改
憲
・
原
発
再
稼
働
・
武

器
輸
出
、
②
ス
パ
イ
防
止

・
外
国
人
政
策
の
厳
格

化
、
③
医
療
制
度
と
福
祉

の
改
革
、
④
議
員
定
数
削

減
な
ど
、
「
戦
後
８０
年
に

わ
た
り
積
み
残
し
て
き
た

宿
題
を
解
決
す
る
」
の
だ

そ
う
だ
。私
た
ち
は
長
年
、

日
本
国
憲
法
と
国
連
憲
章

に
沿
っ
て
「
平
和
と
民
主

主
義
」
を
発
展
さ
せ
、
自

民
党
が
日
米
大
企
業
か
ら

の
献
金
・
投
資
に
支
援
さ

れ
て
握
る「
多
数
の
議
席
」

で
大
企
業
優
先
の
政
策
を

「
強
行
採
決
」
す
る
こ
と

に
反
対
し
て
き
た
。
今
回

自
民
党
は
３
１
６
議
席
を

得
た
が
、
政
党
を
選
ぶ
比

例
区
で
の
絶
対
得
票
率
は

２０
・
３７
％
に
過
ぎ
ず
、
高

市
首
相
が
「
ご
信
任
を
い

た
だ
い
た
」
と
言
う
ほ
ど

の
「
国
論
の
分
裂
」
は
起

き
て
い
な
い
。
戦
後
８１
年

を
迎
え
た
い
ま
、
「
平
和

と
民
主
主
義
」
の
流
れ
と

そ
の
歴
史
の
力
に
確
信
し

て
前
に
向
か
い
た
い
も
の

だ
。

（
鈴
）
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北多摩中央医療生活協同組合
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ホームページアドレス
https://www.kitatama.coop/
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ある日、近くの病院・診療所がなくなる

がががががががががががががががががががががががががががががががががののののののののののののののののののののののののののののののののの

ＬＩＮＥ公式アカウント➡

だよりだより
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国
民
に
大
幅
な
負
担
増
を
強
い
る

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
自
己
負
担
拡
大

高
額
療
養
費
の
負
担
上
限
額

引
き
上
げ
は
白
紙
撤
回
を

組合員１０,０００名をめざして
出資金一世帯５万円が目標

組合員数 ４，８１９人
出資金総額 １７２，３９５，７００円
（１人平均出資金額３５，７７４円）



２０２６年３月 №２３６ （２）医 療 生 協 だ よ り

単位 : 千円
前年差

３，０６４
-３，１２０
-２，０７４
２４６

２，７１４
２，３６６

２０２５年度 ４月～１月 累計経常剰余
予算差

１８９
-５，０６７
-１，８４５
２，２１８
３，５８７
-１，１３６

累計経常剰余
６，５５１
-３，９９３
８２０

２，４０９
２，９９７
８，７８５

むさし小金井
みなみうら
デイサービス
介護相談室
本部
法人合計

【１２月までの患者・利用者日数】
のがわ
介護相談室

１，１９３
１，２２０
１，２７１
-２７
-７８

デイサービス
小金井

２，４３７
２，７９３
２，５２５
-３５６
-８８

みなみうら生協診療所
往診
８１３
８５０
７８８
-３７
２５

外来
４，４９４
５，１９０
４，８４４
-６９６
-３５０

むさし小金井診療所
往診
９５５

１，１０２
７８９
-１４７
１６６

外来
３，６７５
３，５８３
３，８３４
９２
-１５９

累計

実績
予算
前年
予算比
前年比

１）全国四課題到達（２０２５年１月末現在）
前年差

▲５２人
▲６６千円

純増１，８６５千円
３班・▲２５１回

到達
６３人

１１，２６６千円
純増３，４９５千円
５班・３７２回

目標
２５０名

１０，０００千円

５０班・５００回

組合員拡大

出資金増

班づくり・会開催

１）経営活動の到達点（２０２６年１月末現在）
経常剰余：８，７８５千円 予算差▲１，１３６千円、前年差＋２，３６６千円。
２０２５年度の基本方針は�経営状況の的確な把握 �管理者が正確に把握
する �全職員に正確に知らせる �正確な経営情報をもとにして、すべ
ての職員が知恵と力を合わせ経営を立て直す �中期計画に基づく必要利
益を確保する �組合員の理解と参画 組合員増と利用者増。以上を柱と
して活動に取り組むことを重点に行いました。２０２５年度は物価高が続く中
で全国的に医療を取り巻く経営の厳しさが表面化し、病棟閉鎖や縮小が余
儀なくされ、病院の７割、診療所の４割が赤字経営となっていますが、そ
のなかで当生協の医療・介護の積極的な活動を展開した年となりました。
年度初めの方針として、これまでの縮小路線を転換し、高齢者医療に重点
を置き、特に在宅医療充実とともに新たに認知症外来を開設することで、
特徴のある診療所として取り組むことを打ち出し、１年間活動を展開して
きました。また、医科では外来患者は依然減少していますが、両診療所で
は在宅患者増に向けた取り組みのもとで前年より増やすことが出来まし
た。今年より訪問看護ステーションを休止となりましたが、介護では居宅
事業と通所介護で充実を図り、介護分野全体でなんとか利用者増が図られ
ました。

２）医療・介護・健康づくり活動の到達・患者・利用者動向延数（４月～
１２月迄）
医療・介護活動の基本姿勢「まず診る」「援助する」「何とかする」を
今年も実践することで組合員・地域住民に応えてきました。両診療所での
外来患者は第一・第二四半期が前年未達でしたが、第三四半期では予算と
前年差を超過しています。同時に在宅患者延数ではこれまで減少傾向が続
いていましたが、今年に入りほぼ予算で推移し、前年からは超過となって
きています。インフルエンザとコロナのワクチン接種の影響もありますが、
やはり基本姿勢を貫くことが地域との信頼も構築することとなり、僅かで
はありますが増加傾向に転じています。デイサービスこがねいは昨年来前
年比で若干減少、のがわ介護相談室は相談件数やケアプラン数を増やして
います。それぞれ体制整備を図り、患者・利用者を増やしました。

３）組織、平和社保、まちづくり活動の到達

組合員拡大 年度目標２５０名 到達６３人 目標比２５．２％
班会や知り合いからの紹介、健康チェックを受けに来た方への訪問行動、

お助け隊を通して拡大、予防接種を受けに来た方への声掛けなどを行いま
した。
① 出資金増 目標１，０００万円 到達１１，２６６千円 目標比１１２．６％

積立増資を重視し、前年より１１７％増加しました。職員の増資や年度
末特別増資からの増資もありました。

② 班づくり・班会開催 ５０班・５００回 到達 ５班・３７２回 目標比０．１％
�すこしお�班会が小金井ブロック２支部、調布支部で行われました。

③ 健康づくり 第１回支部対抗ボッチャ大会を３月に開催
④ 社保活動では、健康保険証をマイナンバーカードに一本化したのに伴
い、各支部・ブロックでも現行の健康保険証を利用できるように求め、
「保険証のこせ」の運動を続けてきました。ＰＦＡＳ汚染の継続的な
取り組みや、地域の医療機関を守るための署名、ＯＴＣ類似薬の保険

適用除外、高額療養費制度の上限額の引き上げなど、患者・利用者の
大幅な自己負担の増加に繋がる施策に対する、国や自治体への働きか
けや運動にも取り組みんできました。

⑤ 健康づくり活動では地域での健康チェックが今年も旺盛に開催され、
行政や他団体との協力も進みました。今回の特徴は、小金井中央支部
が取り組んだ健康チェックは各支部員が役割を担い準備にも時間を費
やし、当日は３２人中２３人が非組合員であり、後日訪問し組合員１名が
増えました。今までつながりのない方が健康チェックを受け、今後の
活動に活かしていく確信になりました、�すこしお�の取り組みでも
複数の支部での取り組みとなり、生協たよりにも「わが家のレシピ」
が連載記事となっています。また、「私の健康法」も日頃の健康維持
について記事として紹介しています。健康チャレンジは全組合員にチ
ャレンジシートを配布し、普及に努めましたが実施した数はコースで
４５コース、２４人の参加に留まりました。実施した組合員からは、「途
中であきらめかけたがこのシートがあるので最後までやり遂げられ
た」。「続けられるよう頑張ろうと思った。」などの感想が寄せられ
ました。

⑥ 花束訪問活動を実施した支部の共通した反応は、「待っていたように笑
顔で対応」「後日活けた花の写真をスマホで送ってくれた」など大半は
好意的な反応でしたが、訪問販売と間違えられたなどの報告もありま
した。「話し相手がいない」方の数が増えていることなども出されま
した。益々、毎年実施していく必要性と、医療生協の活動（班会、お
助け隊、認知症予防等）の役割が求められています。

北多摩中央医療生協第４２回通常総代会開催告知
２０２６年 ３月 １日

北多摩中央医療生活協同組合
理事長 君塚雄二

北多摩中央医療生活協同組合は定款５９条（総代会の招集手続き）に基づき下記
の通り第４２回通常総代会を開催致します。

記
１．開催日時 ２０２６年６月３０日（火）

午後１時１５分開場 １時４５分～４時１５分（予定）
２．開催場所 武蔵野芸能劇場 ３階小劇場

東京都武蔵野市中町１丁目１５―１０
３．議案
第１号議案 ２０２５度活動報告、２０２６年度活動方針承認の件
第２号議案 ２０２５度決算報告、損失処理案、監事監査報告、２０２６度予算案

承認の件
第３号議案 役員補充の件
第４号議案 ２０２６年度役員報酬限度額決定の件
第５号議案 議案決議効力発生の件

対象：組合員総代（組合員）

「みなし自由脱退」手続きに関するお知らせ
２０２６年２月１日

北多摩中央医療生活協同組合は、２０２６年３月３１日をもって「住所不明組合員
のみなし自由脱退手続き」を行います。定款第１０条２項、３項及びみなし自由
脱退規則に基づいて、「みなし自由脱退」対象者の公告を行います。

北多摩中央医療生活協同組合 理事長 君塚雄二

１、「みなし自由脱退」対象の組合員とは
毎年１月１日を基準日として
（１）「出資金残高通知書」や「医療生協だより」が届かず住所不明が２年以

上続いている組合員
２、公告期間 ⇒ ２０２６年２月１６日～２０２６年８月１５日
３、連絡がない場合「みなし自由脱退」の手続きを行います
期間内に連絡がなく実在が確認できないときは、定款１０条２項「脱退の予告
があったもの」とみなし「自由脱退」の手続きを行います。この方法によって
脱退した組合員については後日、本人からの申し出があった場合、規則に基づ
いて出資金の返還あるいは組合員資格を回復します。
４、閲覧場所
（１）北多摩中央医療生活協同組合本部

小金井市本町１－１５－９ むさし小金井診療所３階
（２）むさし小金井診療所

小金井市本町１－１５－９
（３）みなみうら生協診療所

三鷹市下連雀７－１－２７

お問い合わせ先
北多摩中央医療生活協同組合本部事務局

２０２５年度重点課題のふりかえり
テーマ
すべての事業所で「まず診る・援助する・何とかする」を実践します。
「誰一人取り残されない」社会をめざします。
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第７次中期修正（２０２６）
５，０００人
２億円
１００班
４５０人

２５年度到達（累計）
６３人（４，７８１）

１１，２２６千円（１６８，７９６千円）
５班（８０）
４人（４００）

２６年度目標
２５０人
１２，０００千円
２０班
５０人

仲間増やし
出資金増
班づくり
担い手づくり

《２０２６年度の剰余金目標 ２，０００万円》
２０２５年度はこれまでの守りの経営から、さらに成果を出すことが求めら
れる年度となります。これまで以上に役職員が一丸となって知恵を出し合
い、経営基盤の確立をしていくことが極めて重要です。そのためにも、出
来るだけ早い時期から次年度の予算を全職員と役員が共通の認識に立って
進めていくことします。
① 経営状況の的確な把握
② 管理者が正確に把握する（理事も含め）
③ 全職員に正確に知らせる
④ 正確な経営情報をもとにして、すべての職員が知恵と力を合わせ経
営を立て直す

⑤ 新たな中・長期期計画の策定と、必要利益を確保する
⑥ 組合員の理解と参画 組合員増と利用者増

医療・介護活動の取り組み
《すべての事業所で「まず診る・援助する・何とかする」を実践します》
厚労省が考える地域医療構想と地域の中での連携（包括ケアシステム構

想）がすすむ中で、地域住民の要求も変化してきています。地域の要求を
くみ上げ、求められる医療・介護を追求することが必要です。外来・在宅
・健診・介護・居場所など、地域との連携とネットワークととともに、法
人内連携を密にしながら各事業所の役割の発揮を図ることを重点課題とし
ます。「住み慣れた地域で安心して暮らしたい」という願いにこたえるこ
とや、家庭での介護とともに、必要な医療機関や施設への紹介も視野に入
れ、さらに「かかりつけ医」機能の強化をすすめ＂選ばれる診療所＂を目
指し、医療と介護とともに生活そのものを支援する取り組みが求められて
います。

地域のニーズを掴む
当生協として、この間は特に力を入れてきた認知症に焦点を当て、両診

療所での認知症外来の展開や学習会の開催、地域包括支援センターとの連
携、また高齢者のための患者送迎も軌道に乗り、患者本人だけでなく、介
護者への支援や援助も可能な限り対応することを目指し取り組みの強化を
図ります。特徴のある診療として、むさし小金井診療所での認知症外来は
すでに軌道に乗り、口コミでの紹介や地域包括支援センターからの繋がり
からも増え、予約も順調に入るなど、地域の中での役割を果たしてきてい
ます。また、積極的な患者送迎も展開し、利用しやすい診療所とともに、
在宅に向けた結びつきも軌道に乗りつつあります。引き続き２０２６年度も地
域の要望や要求に敏感となり、新たな展開も考えていきます。

組織、健康づくり活動の取り組み ～地域まるごと健康づくり～

１）全国四課題目標

２０２６年度は第７次中期構想の最終年です。以下の点を提起します。
○創意工夫した活動などさらに広げ、仲間増やし班づくり、班会開催に
繋げます。
○支部の活性を目指し支部活動交流集会を上半期までに開催します。
○花束訪問など緩やかな関係づくりを進め、「困りごと」に対応し広が
りを作ります。
○積立出資金を重視し、２００人の積立増資者を登録します。
○医療生協だより配布者「１０部に１人」を目標に担い手を増やします。
２）健康づくり
○支部が組合員だけではなく、地域住民を対象に医療生協の健康づくり
をすすめます。
○２本柱である健康チェックと健診活動を進め、各支部で認知症予防、
フレイル予防、オーラルフレイル予防に年に１回以上取り組み、「健
康寿命」を意識します。特にボッチャの普及に努めます。今年もボッ
チャの普及と取り組みを強化します。
○「すこしお」の取り組みを行います。すこしおレシピの交流やメニュ
ーを配信します。
○健康ヘルスチャレンジに取り組み、創意工夫し１支部１０名以上の参加
を目指します。
○地域包括支援センターからの講師派遣、認知症予防のための班会、見
守り、また介護者のフォローなど、２０２６年度も認知症の取り組みを重
視します。

３）後継者づくり
○職員の後継者づくりと活動を広げるため組織活動を担う後継者づくり
に取り組みます。

平和・社保・まちづくりの取り組み
１）まちづくり
○組合員や地域住民の「困った事」の相談にのる機能を高めます。
○ちょこっとお助け隊の活動をさらに広げます。
○地域の様々な団体と手を結び、医療生協らしく健康づくりに貢献し、
安心して住みつづけられるまちづくりを進めます。購買生協、大学生
協、農協等の連携を強めていきます。

２）平和社保活動
○日本国憲法を継続的に学習し、大軍拡や大増税を許さない取り組みを
すすめます。
○医療費削減政策のもとでの様々な高齢者負担増撤回への国や自治体へ
の運動をすすめます。
○「現行の健康保険証を存続させる運動」を引き続き強めます。
○有機フッ素化合物の学習と健康への影響調査をすすめ、住み続けられ
るまちづくりを推進します。
○「防災」の取り組みを重視します。「我が家の防災計画」を支部、班
で作成します。
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日 時
３／２６（木）１４:００～１６:００
４／１６（木）１４:００～１６:００
※相談時間は３０分となります

場所・問い合わせ
むさし小金井診療所３階
（ＴＥＬ ０４２－３８２－９１１１）

なみうら生協診療所２階
（ＴＥＬ ０４２２－４８－４１２１）

はじめまして
本町薬局の福井です

２０２６年度事業活動方針案

無料法律相談
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ら
れ
る
と
も

１１
、
本
拠
と
な
る
お
店

支
店
は

何
店
か
あ
る
け
ど
こ
れ
は
ひ
と

つ
の
は
ず

１３
、
あ
な
た

君

と
い
っ
た
意

味
の
英
語
と
い
え
ば

１４
、
お
年
玉
を
い
れ
る
小
さ
な
袋

○
○
袋

１６
、
○
○
あ
れ
ば
苦
あ
り

◆
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
答
え
は
ハ
ガ
キ

に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ひ

と
こ
と
本
紙
の
感
想
・
意
見
を
お

書
き
願
い
ま
す
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
若
干
名
の
方
に
ク
オ
カ

ー
ド
（
五
百
円
）
を
送
り
ま
す
。

◇
送
り
先

〒
１
８
４
―
０
０
０
４

東
京
都
小
金
井
市

本
町
１
―
１５
―
９

北
多
摩
中
央
医
療
生
活
協
同
組

合

「
医
療
生
協
だ
よ
り
」
係

【
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
よ
る
回
答
】

読
み
取
り
方
法

は
、
ス
マ
ホ
（
携

帯
）
の
カ
メ
ラ
の

画
面
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
映
し
画
面
下
の
黄
色
い
部
分

を
タ
ッ
チ
し
て
下
さ
い
。

（
読
者
の
声
は
字
数
制
限
あ
り
）

こ
れ
ま
で
通
り
の
ハ
ガ
キ
で
の

応
募
に
加
え
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
の

応
募
も
可
で
す

◇
締
め
切
り

４
月
３
日
必
着

◇
発
表

２
０
２
６
年
５
月
号

◇
前
回
正
解
『
ヒ
ノ
エ
ウ
マ
（
丙

午
）
』

◇
当
選
者
（
敬
称
略
）

小
金
井
市
・
大
竹
ま
す
み

三
鷹
市
・
野
津
ハ
マ
ノ

調
布
市
・
久
保
田
充
子

西
東
京
市
・
藤
島
マ
サ
子

ヨコのカギ
１、県には県会議員 市には
６、野球で先発投手に代わってピンチなどの
ときに登場する投手のこと
７、武士 戦いでの勝敗の運 ○○○つたな
く敗れる
９、髪を整えるにはこれが必要
１１、夜空に輝くのは月とこれ
１２、お金を集めることです 「いつでも元気」
の代金をもらいにいきました

１４、イメージは中年男性の整髪料 半固形状
で独特の香りがある

１５、仏教の教えを伝える場だったり先祖供養
の場だったりします

１７、身分 立場 日米○○協定
１８、片目を素早くつぶって開けるしぐさ 親
愛、好意、ジョークなどをしめすとされる

２０２６年１月理事会
【協議事項】
○２０２５年１２月期月次決算報告と経営対策
○２０２６年度予算大綱 今後の中期的な計画
○組織活動と増資到達 ⇒各委員会報告・各ブロック活動報告
【決裁事項】
○議案起草委員会設置とメンバーの確認
【その他】
○福祉医療機構⇒返済方法の確認
○ＰＦＡＳの全国調査開始⇒東京で４００名の検査（当法人にも割り当てあり）
○日程 小金井新春のつどい２０２６年２月２１日 ボッチャ大会２０２６年３月１９日

●
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
様

々
な
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
が

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
！

（
府
中
・
Ｅ
Ｙ
）

●
ヒ
ノ
エ
ウ
マ
の
迷
信

で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
犠

牲
に
な
っ
た
時
代
が
あ
っ

た
と
い
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
な

か
っ
た
時
代
で
も
、
デ
マ

が
拡
が
る
。
ま
し
て
や
現

代
で
は
、も
っ
と
ひ
ど
い
。

（
小
金
井
・
Ｔ
Ａ
）

●
年
末
、
知
人
が
帯
状
疱

疹
に
罹
患
し
た
こ
と
を
、

年
明
け
に
聞
き
ま
し
た
。

妻
は
助
成
制
度
を
利
用
し

て
予
防
接
種
を
う
け
ま
し

た
が
、
自
己
負
担
が
２
回

で
二
万
円
。
軽
く
あ
り
ま

せ
ん
。
（
狛
江
・
Ｙ
Ｍ
）

●
岸
先
生
の
コ
ラ
ム
を
拝

見
し
、
役
立
っ
て
お
り
ま

す
。
終
活
学
習
会
に
は
興

味
が
あ
り
ま
す
。

（
三
鷹
・
Ｙ
Ｋ
）

●
パ
ズ
ル
の
ヨ
コ
の
カ
ギ

１
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
今
も

毎
朝
や
っ
て
い
ま
す
。

（
小
金
井
・
Ｙ
Ｈ
）

●
読
者
の
声
が
楽
し
か
っ

た
で
す
。
わ
が
家
は
水
餃

子
で
年
越
し
の
レ
シ
ピ
は

切
り
抜
き
ま
し
た
。
作
っ

た
ら
読
者
の
声
に
投
稿
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
調
布
・
Ｍ
Ｋ
）

●
年
末
か
ら
相
方
が
体
調

を
崩
し
、
私
は
指
に
ケ
ガ

を
負
い
ト
ホ
ホ
な
年
越
し

で
し
た
。
１
月
中
旬
が
過

ぎ
て
も
、
未
だ
日
常
が
戻

ら
ず
、
健
康
に
過
す
こ
と

が
出
来
れ
ば
な
に
よ
り
で

す
。
（
国
分
寺
・
Ｕ
Ｋ
）

●
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

へ
の
挑
戦
、初
め
て
で
す
。

不
安
で
す
が
１０
日
間
で
出

来
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
ら

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
答
え

が
正
し
か
っ
た
ら
ま
た
挑

戦
し
ま
す
。

（
西
東
京
・
Ｍ
Ｆ
）

●
い
つ
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
認
知
症
予
防
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
三
鷹
・
Ｈ
Ｎ
）

●
新
春
の
集
い
は
歌
を
た

く
さ
ん
歌
い
、
た
く
さ
ん

の
知
り
合
い
に
会
え
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

（
三
鷹
・
Ｍ
Ｎ
）

●
日
本
の
原
発
事
故
を
教

訓
に
脱
原
発
を
決
断
し
た

国
が
あ
る
と
い
う
の
に
、

柏
崎
刈
羽
は
再
稼
働
と

は
、
原
発
反
対
の
声
を
大

き
く
し
ま
し
ょ
う
。

（
三
鷹
・
Ｔ
Ｉ
）

●
い
つ
も
楽
し
い
パ
ズ

ル
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
（
立
川
・
Ｙ
Ｋ
）

●
年
明
け
、
日
本
全
国
を

旅
行
し
ま
し
た
が
、
ど
こ

も
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
が
繋
が
り

国
会
解
散
も
視
聴
。
「
深

夜
特
急
」
時
代
の
旅
が
懐

か
し
い
で
す
。

（
小
金
井
・
Ｅ
Ｋ
）

●
数
年
前
の
認
知
症
の
学

習
会
、と
て
も
役
立
ち
、あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
企
画
し
て
い
た

だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

終
活
学
習
会
も
小
金
井
で

開
催
し
て
く
だ
さ
い
。
の

が
わ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
閉
鎖
は
残
念
。
こ

う
い
う
と
こ
ろ
に
税
金
を

使
っ
て
欲
し
い
。

（
小
金
井
・
Ｍ
Ｏ
）

土
第１・３ 服部（内科・呼）
第２ 山崎（内科）
第４ 金子（内科）
第５ 池本（内科・糖）

※この体制は出張等で変わる場合がございます。※風邪症状のある方は、来院前に電話で連絡をいただきますようお願いします。※送迎サービス
行っています。希望される方はご相談ください。※８ :４５分から受付を開始いたします。

※エコー検査は予約により実施しています。※駐車場をご希望の方はお問い合わせください。※糖・糖尿病 呼・呼吸器

金

池本（内科・糖）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村（１・３週）

木

竹村（内科）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村

水

竹村（内科）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村

火

谷口
（神経内科・認知症）

村田（内科）

月

池本（内科・糖）

★注意！
外来診療は
ありません
竹村（２・４週）

外来

外来

往診

午 前
９時～１２時

午 後
１３時３０分～
１６時３０分

お知らせ

TEL 042-382-9111
小金井市本町１－１５－９

む
さ
し
小
金
井
診
療
所

土

榮

※エコー検査は予約により実施しています。 ※学会等で医師が交代する場合があります。必要に応じてご連絡ください。 ※臨時で受診される時には必ず事前にお電話でご相
談ください。

金

榮

榮

木

菅原

菅原

井坂

谷口

水

榮

榮

火

榮

榮

月

榮

榮

外来

外来

在宅

外来

午 前
９時～１２時

午 後
２時～４時

夜 間
５時～７時

TEL 0422-48-4121
三鷹市下連雀７－１－２７

み
な
み
う
ら
生
協
診
療
所

りよだ会事理

○自宅での療養を希望される方 ○外来への通院が困難な方 ○必要時には入院の手配や各専門機関へ紹介いたします。在宅医療の相談もお受けしています

作：大泉生協病院 事務 倉持雅臣

解
き
方
：
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
、
、
の
枠
内
の
文
字
を
順

に
並
べ
て
く
だ
さ
い

パズルパズルパズル
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読
者
の

読
者
の

読
者
の

読
者
の
声

Ｈ

１

Ｋ

３

Ｌ

４

Ｃ

Ａ

１０

Ｉ

１３
Ｆ

１１

Ｍ

１５
Ｇ Ｂ

Ｊ

Ｅ

１８

Ｎ

Ｄ

２ ５

８７

６

９

１２

１４

１７

１６




